
 

令和元年度 

奈良県 ひとり親家庭等実態調査 

アンケート 

 

はじめに 

 

問 1 お住まいの市町村はどちらですか。（○はひとつだけ） 

北和 

地域 

1.奈良市 4.生駒市 7.平群町 10.安堵町 13.田原本町 16.広陵町 

2.大和郡山市 5.香芝市 8.三郷町 11.川西町 14.上牧町 17.河合町 

3.天理市 6.山添村 9.斑鳩町 12.三宅町 15.王寺町  

中和 

地域 

18.大和高田市 20. 桜井市 22.葛城市 24.曽爾村 26.高取町  

19.橿原市 21.御所市 23.宇陀市 25.御杖村 27.明日香村  

南和 

地域 

28.五條市 30.大淀町 32.黒滝村 34.野迫川村 36.下北山村 38.川上村 

29.吉野町 31.下市町 33.天川村 35.十津川村 37.上北山村 39.東吉野村 

 

問 2 ご家庭の状況にあてはまるものをお選びください。（○はひとつだけ） 

1. 母子世帯 配偶者のない女子と 20 歳未満の子どもがいる世帯 

※他に同居している方(父母、兄弟姉妹など)がいる場合も含む 

2. 父子世帯 配偶者のない男子と 20 歳未満の子どもがいる世帯 

※他に同居している方(父母、兄弟姉妹など)がいる場合も含む 

3. 寡婦世帯 配偶者のない女子で、かつて母子家庭の母であった者がいる世帯 

※他に同居している方(父母、兄弟姉妹など)がいる場合も含む 

4. その他 

 

問 3 令和元年 8月 1日現在の、あなたの年齢をお聞かせください。（○はひとつだけ） 

1. 20 歳未満 3. 30 歳代 5. 50 歳代 

2. 20 歳代 4. 40 歳代 6. 60 歳以上 

 

問 4 あなたが最後に卒業された学校をお聞かせください。（○はひとつだけ/在学中の場合は◎） 

1. 中学校 3. 専門・各種学校 5. 四年制大学 7. その他 

2. 高等学校（専修学校高等課程含む） 4. 短期大学 6. 大学院  （ ） 

 

問 5  ひとり親になられてから、何年になりますか。（○はひとつだけ） 

1. １年未満 3. ３年以上～５年未満 5. １０年以上 

2. １年以上～３年未満 4. ５年以上～１０年未満  

 

問 6 ひとり親になられた理由をお聞かせください。（○はひとつだけ） 

1. 死別 3. 離婚(調停・審判・裁判) 5. 未婚の母・父 

2. 離婚(協議) 4. 遺棄(家出など)・行方不明 6. その他（ ） 
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問 7 あなたが日常生活でよく使う言葉はどれですか。（○はひとつだけ） 

1. 日本語 2. 日本語以外 

 

 

Ⅰ．お住まいについて 

 

問 8 現在お住まいの住居をお選びください。（○はひとつだけ） 

1. 持ち家(一戸建て) 4. 公社・雇用促進住宅等 7. 実家や親族の家に同居 

2. 持ち家(マンション等) 5. 社宅 8. その他 

3. 公営(県営・市町村営)住宅 6. 民間の賃貸住宅  （ ） 

 

【問 9 は、問 8 で「3.公営(県営・市町村営)住宅」～「6.民間の賃貸住宅」とお答えの方にお聞きします。】 

問 9 あなたがお住まいの家賃は、いくらですか。 

 

問 10 今後も現在の住居で暮らしたいと思いますか。（○はひとつだけ） 

1. 現在の住居で暮らしたい → 問 12 へお進みください。 2. 転居したい 

 

【問 11 は、問 10 で「2.転居したい」とお答えの方にお聞きします。】 

問 11 転居したいと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

1. 家賃が高い 6. 仕事の都合（職場から遠いなど） 

2. 家が狭い 7. お子さんの学校関係（通学に遠い） 

3. 建物が古い・設備が悪い 8. 日常生活に不便（買い物、通院、交通など） 

4. 周囲の環境がよくない（騒音、日照など） 9. その他 

5. 近隣の人間関係  （ ） 

 

 

Ⅱ．子育てについて  

 

問 12 同居しているご家族をすべてお選びください。（○はいくつでも） 

1. 子ども 3. 実母 5. 兄弟姉妹 

2. 実父 4. 祖父母 6. その他（ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ヶ月あたり 約       万円 



【問 13 は、問 12 で「1.子ども」とお答えの方にお聞きします。】 

問 13 お子さんに関して、次の①～⑨についてお聞かせください。 

①令和元年 8月 1日現在のお子さんの年齢、性別、就学・就労状況についてお聞かせください。 

年齢 

性別 就学・就労状況 

男 女 
小
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記入例 

８歳 
1 2 1 

 
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

歳 
1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

歳 
1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

歳 
1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

歳 
1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

歳 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

 

②平日に、お子さんと過ごす時間はどれくらいありますか。（○はひとつだけ） 

1. ほとんどない 4. 30 分以上 1時間未満 7. 3 時間以上 4時間未満 

2. 15 分未満 5. 1 時間以上 2時間未満 8. 4 時間以上 

3. 15 分以上 30 分未満 6. 2 時間以上 3時間未満 （    ）時間くらい 

 

③お子さんと一緒に過ごす時間は、十分とれていると思いますか。（○はひとつだけ） 

1. 十分にとれている 3. あまりとれていない 

2. 大体とれている 4. 全くとれていない 

 

④お子さんと一緒に朝食を取られますか。（学校等が休みの日も含めて）（○はひとつだけ） 

1. 毎日食べる 2. 食べない日もある 3. 食べない日が多い 4. 食べない 

 

⑤お子さんと一緒に夕食を取られますか。（学校等が休みの日も含めて）（○はひとつだけ） 

1. 毎日決まった時間に食べる 3. 食べない日もある 5. 食べない 

2. 時間は決まっていないが毎日食べる 4. 食べない日が多い  

 

⑥「こども食堂」は、地域のこども達が、無料又は低額で「食事」の提供を受け、コミュニケーションを図

り、地域で安心して過ごすことのできる食堂ですが、「こども食堂」の利用状況について、お選びくださ

い。（○はひとつだけ） 

1. 継続的に利用している 4. 「こども食堂」を知らなかった

ので、今後は利用したい 

7. 「こども食堂」を知らない

が、利用したくない 

2. 利用したことがあり、今後も

利用したい 

5. 「こども食堂」を知っているが、

利用したくない 

 

3. 利用したことはないが、今後

は利用したい 

6. 利用したことはあるが、今後は

利用したくない 
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⑦お子さんに関する悩みについて、あてはまるものをお選びください。（○は 2つまで） 

1. 育児 5. 友人関係 9. 不登校 13. その他 

2. 学習・進学 6. 異性関係 10. 家庭内暴力  （ ） 

3. しつけ 7. いじめ 11. 就職 14. とくにない 

4. 非行 8. 病気・けが 12. 結婚  

 

⑧お子さんに関する悩みがあったら、主にどなたにご相談しますか。（○は 2つまで） 

1. 家族・親族 6. 民生委員・児童委員 9. 公的な相談所(こども家庭相談

センター、女性センター) 2. 近所の知人・友人 7. 市町村役場・福祉事務所 

3. 職場の上司や同僚 8. 母子・父子自立支援員、就業相

談員、女性相談員 

10. 適当な相談相手がいない 

4. 子どもの通う学校 11. その他（ ） 

5. 元配偶者  12. だれにも相談しない 

 

⑨子育てに関して、地域あるいは近隣の方々にどのようなことを望みますか。（○は 2つまで） 

1. いたずらや危険なことをしていたら、 

注意や報告をしてくれる 

5. 地域の安全を見守ってくれる 

6. 子どもが駆け込める場所になってくれる 

2. 緊急時に子どもを預かってくれる 7. スポーツの指導や遊び相手をしてくれる 

3. 子育てについて気軽に相談にのってくれる 8. その他（ ） 

4. 通園、通学時に安全確保をしてくれる 9. とくにしてもらいたいことはない 

 

問 14 お子さんは学習塾や習い事などに行っていますか。（○はいくつでも） 

1. 学習塾など 3. 無料の学習支援教室 

（市町村等が実施するもの） 

4. その他の習い事 

2. スポーツクラブなど 5. 学習塾や習い事などには行っていない 

 

問 15 お子さんの将来に期待していますか。（○はひとつだけ） 

1. とても期待している 3. あまり期待していない 

2. 期待している 4. 期待していない 

 

【問 16 は、問 15 で「3.あまり期待していない」または「4.期待していない」とお答えの方にお聞きします。】 

問 16 なぜ「3.あまり期待していない」または「4.期待していない」と思われるのか、ご記入下さい。（○はいく

つでも） 

1. 十分な教育費の確保が困難 3. 子どもや子育ての支援が不十分 

2. 子どもの将来を考える余裕がない 4. その他（            ） 

 

【問 17 は、就学前～就学中のお子さんがいらっしゃる方にお聞きします。】 

問 17 お子さんの進学をどこまで希望されますか。（○はひとつだけ） 

1. 中学校 3. 専門・各種学校 4. 短期大学 6. 大学院 

2. 高等学校（専修学校高等課程を含む） 5. 四年制大学 7. その他（      ） 

 

【問 18 は、問 17 で、「3.専門・各種学校」～「6.大学院」とお答えの方にお聞きします。】 

問 18 希望する進学先を実現するのに、心配なことはありますか。（○はいくつでも） 

1. お子さん自身の意向 3. 経済的な負担 5. 特に心配なことはない 

2. お子さんの学力 4. その他（         ）  

 



【問 19 は、就学前～就学中のお子さんがいらっしゃる方にお聞きします。】 

問 19 お子さんの就学状況に応じて、以下のあてはまる設問についてお聞かせください。 

【Ａ.小学校就学前のお子さんがいらっしゃる方】 

①昼間お子さんの保育は、主にどなたがされていますか。（○は 2つまで） 

1. あなた自身 4. 隣人・知人 7. 認可保育所（事業所内保育施設を含む） 

2. 同居の親族 5. 保育ママ・ベビーシッターなど 8.  認可外保育施設（事業所内保育施設を含む） 

3. 別居の親族 6. 幼稚園 9. その他（ ） 

 

【Ｂ.小学生のお子さんがいらっしゃる方】 

②放課後、お子さんは、主にどのように過ごされていますか。（○は 2つまで） 

1. 自宅 4. 塾・習い事 7. 公園等の屋外 

2. 祖父母または親族の家 5. 学校での学童保育 8. その他 

3. 友人・知人の家 6. 児童館または公民館の学童保育  （ ） 

 

【Ｃ.小学校以上の学校に在学のお子さんがいらっしゃる方】 

③お子さんは、学校の授業内容をどれくらい理解できていると思いますか。（○はひとつだけ） 

1. よく理解できていると思う 3. あまり理解 4. ほとんど理解できていないと思う 

2. だいたい理解できていると思う できていないと思う 5. 理解できていないと思う 

 

【Ｄ.小学校以上の学校に在学のお子さんがいらっしゃる方】 

④お子さんは、学校のある日、授業時間以外に 1日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか。（塾などの

時間も含みます。）（○はひとつだけ） 

1. まったくしない 3.  ３０分以上１時間未満 5. ２時間以上３時間未満 7. わからない 

2. ３０分未満 4. １時間以上時２間未満 6. ３時間以上  

 

【Ｅ.高校以上の学校に在学のお子さんがいらっしゃる方】 

⑤お子さんの学費、教育費は何によりますか。（○はいくつでも） 

1. あなた自身の収入 3. 親戚などの援助 5. 奨学金等 

2. 養育費 4. お子さんのアルバイト収入 6. その他（ ） 

 

【前問で「5.奨学金等」とお答えの方にお聞きします。】 

⑥どのような奨学金・ローンをご利用ですか。（○はいくつでも） 

1. 日本学生支援機構奨学金 3. 母子・父子寡婦福祉資金 5. 民間の進学ローン 

2. 生活福祉資金 4. 奈良県高等学校奨学金 6. その他（         ） 

 

【問 20 は、小学生のお子さんがいらっしゃる方にお聞きします。】 

問 20 小学生のお子さんに、毎月、いくらおこづかいを渡していますか。（不定期の場合は、１か月のおおよその

平均の額に○をつけてください。ただしお年玉は除きます。）（○はひとつだけ） 

1. 500 円未満 4. 2,000～2,999 円 7. 5,000 円以上 

2. 500～999 円 5. 3,000～3,999 円 8.  おこづかいは渡していない 

3. 1,000～1,999 円 6. 4,000～4,999 円 9.  わからない 

 

 

 



Ⅲ．仕事について  

 

問 21 現在、収入を伴う仕事をしていますか。（○はひとつだけ） 

1. 仕事をしている 2. 仕事をしていない → 問 23 へお進みください。 

 

【問 22 は、問 21 で「1.仕事をしている」とお答えの方にお聞きします。】 

問 22 現在の仕事に関して、次の①～⑤についてお聞かせください。 

①どのような働き方をしていますか。（○はひとつだけ） 

1. 自営業主 3. 正社員・正職員 5. パート・アルバイト 7. 内職 

2. 家族従業者 4. 派遣・契約社員 6. 臨時・日々雇用 8. その他（     ） 

 

②どのような職種ですか。（○はひとつだけ） 

1. 専門的・技術的職業

従事者 

3. 事務従事者 6. 運輸・通信従事者 8. 保安職業従事者 

4. 販売従事者 7. 技能工・生産工程従

事者 

9. サービス職業従事者 

2. 管理的職業従事者 5. 農林・漁業従事者 10. その他（      ） 

 

③平均すると、帰宅時刻は何時頃ですか。（○はひとつだけ） 

1. 18 時以前 3. 20 時～22 時までの間 5. 交代制勤務などで一定しない 

2. 18 時～20 時までの間 4. 22 時以降 6. その他（ ） 
 

④転職の希望はありますか。（○はひとつだけ） 

1. 転職を希望している 2. 転職を希望していない → 問 24 へお進みください。 

 

⑤転職を希望する理由をお聞かせください。（○は 2つまで） 

1. 収入面 4. 仕事内容 7. 社会保険が不十分 10. 身分が不安定 

2. 通勤時間 5. 職場環境 8. 休暇条件 11. 経験や能力を発揮できない 

3. 健康面 6. 労働時間 9. 人間関係 12. その他（           ） 

 

【問 23 は、問 21 で「2. 仕事をしていない」とお答えの方にお聞きします。】 

問 23 仕事に関して、次の①～③についてお聞かせください。 

①仕事をしていない理由をお聞かせください。（○は 2つまで） 

1. 子どもの世話が必要だから 7. 財産収入(家賃等)があるから 

2. 介護の必要な人がいるから 8. 資格または技術の取得中だから 

3. 自分が病気等で働けないから 9. 仕事以外の活動をしているから 

4. 収入面で条件の合う仕事がないから 10. 現在、仕事を探しているから 

5. 時間について条件の合う仕事がないから 11. 働きたくないから 

6. 他の家族の収入があるから 12. その他（ ） 

 

②今後について、仕事をする希望はありますか。（○はひとつだけ） 

1. 仕事をする希望がある 2. 仕事をする希望はない → 問 24 へお進みください。 

 

③どのような働き方を希望しますか。（○はいくつでも） 

1. 自営業主 4. 派遣・契約社員 7. 内職 

2. 家族従業者 5. パート・アルバイト 8. その他 

3. 正社員・正職員 6. 臨時・日々雇用  （ ） 



問 24 あなたがお持ちの資格をすべてお選びください。（○はいくつでも） 

1. 介護福祉士 7. 調剤薬局事務 14. 宅建取引主任者 20. 理容師・美容師 

2. ホームヘルパー 8. 歯科助手 15. 社会保険労務士 21. 外国語関連 

2. 介護支援専門員 

（ケアマネージャー） 

9. 栄養士 16. ファイナンシャル

プランナー 

22. 運転免許 

10. 看護師 23. その他（    ） 

4. その他福祉関連 11. 理学療法士 17. 簿記 24. 資格は持ってい

ない 5. 保育士 12. 作業療法士 18. パソコン関連 

6. 医療事務 13. その他医療・衛生関係 19. 調理師  

 

問 25 今後取りたいと思う資格はありますか。 

問 24 の選択肢からあてはまるものを２つまで選び、その番号をご記入ください。 

 

 

Ⅳ．家計について 

 

問 26 あなたの世帯収入は、何によってまかなわれていますか。（○はいくつでも） 

1. あなたの仕事の収入 7. 元配偶者からの養育費や援助 

2. 子どもの仕事の収入 8. 児童扶養手当（特別児童扶養手当含む） 

3. その他の家族や同居人の収入 9. 児童手当 

4. 別居している親や他の家族からの援助 10. 預貯金の取り崩し 

5. 財産収入（預金利子、不動産収入、株式配当） 11. 生活保護費 

6. 年金・労災などの収入 12. その他（ ） 

 

問 27 問 26 で選んだ世帯収入の中で、最も多いものはどれですか。その番号をご記入ください。 

 

【問 28 は、問 26 で、「1. あなたの仕事の収入」に○をつけられた方にお聞きします。】 

問 28 あなたの仕事の「１週間の労働時間」について、あてはまるものをお選びください。（○はひとつだけ） 

1. 10 時間未満 3. 20 時間～30 時間未満 5. 40 時間～50 時間未満 7. 60 時間以上 

2. 10 時間～ 20 時間未満 4. 30 時間～40 時間未満 6. 50 時間～60 時間未満  

 

【問 29 は、問 26 で、「1. あなたの仕事の収入」に○をつけられた方にお聞きします。】 

問 29 あなたの仕事の昨年（平成 30 年）の年間収入（税込）はどの程度ですか。（○はひとつだけ） 

1. 50 万円未満 5. 200～250 万円未満 9. 400～450 万円未満 13. 700～800 万円未満 

2. 50～100 万円未満 6. 250～300 万円未満 10．450～500 万円未満 14. 800 万円以上 

3. 100～150 万円未満 7. 300～350 万円未満 11. 500～600 万円未満 15. わからない 

4. 150～200 万円未満 8. 350～400 万円未満 12. 600～700 万円未満  

 

問 30 あなたの世帯の昨年（平成 30 年）の年間収入（税込）はどの程度ですか。（○はひとつだけ） 

1. 50 万円未満 5. 200～250 万円未満 9. 400～450 万円未満 13. 700～800 万円未満 

2. 50～100 万円未満 6. 250～300 万円未満 10．450～500 万円未満 14. 800 万円以上 

3. 100～150 万円未満 7. 300～350 万円未満 11. 500～600 万円未満 15. わからない 

4. 150～200 万円未満 8. 350～400 万円未満 12. 600～700 万円未満  

 

 



問 31 あなたの世帯の昨年（平成 30 年）の家計の状況について、あてはまるものをお選びください。（○はひとつ

だけ） 

1. 貯蓄ができている 3. 赤字である 

2. 赤字でも黒字でもない 4. わからない 

 

問 32 現在の世帯の貯蓄はどの程度ですか。（○はひとつだけ） 

1. 貯蓄はない 3. 50～100 万円未満 5. 300～500 万円未満 7. 1,000 万円以上 

2. 50 万円未満 4. 100～300 万円未満 6. 500～1,000 万円未満 8. わからない 

 

問 33 あなたの世帯において支出の多いものを上位３つまでお聞かせください。（○は 3つまで） 

1. 食費 6. 交際費 11. 生命保険料等 

2. 住宅費（家賃・ローン含む） 7. 税金・社会保険料 12. 趣味・娯楽費 

3. 光熱・水道費 8. 借入金の返済（住宅ローン除く 13. 被服・履物費 

4. 育児費・教育費 9. 家族への仕送り 14. 交通・通信費 

5. 医療費 10. 車の維持費 15. その他（ ） 

 

 

Ⅴ．養育費・面会交流について 

 

【問 34 から問 37 は、問 6 で「2. 離婚（協議）」、「3. 離婚（調停・審判・裁判）」及び「5. 未婚の母・父」、

とお答えの方にお聞きします。→問 6 でそれ以外の回答をされた方は、問 38 へお進みください。】 

問 34 養育費に関して、次の①～⑥についてお聞かせください。 

①子どもの養育費について、どなた（どこ）にご相談されましたか。（○はいくつでも） 

1. 親族 4. 母子・父子寡婦福祉団体 6. 家庭裁判所 

2. 知人・隣人 5. 弁護士（法テラス含む） 7. その他（     ） 

3. 県（スマイルセンター（※）含む）・市町村窓口、母子・父子自立支援員 8. 相談していない 

※スマイルセンター＝母子家庭等就業・自立支援センター 
 

②相手の方（元配偶者など）との間で「養育費」の取り決めをしていますか。（○はひとつだけ） 

1. 文書を交わした取り決めをしている 3. 取り決めをしていない 

2. 文書は交わしていないが、取り決めをしている        → ⑥へお進みください。 

 

③取り決めた養育費は、 

１ヶ月あたりどれくらいですか。 

 

④養育費の支払いはいつまでですか。（○はひとつだけ） 

1. 子どもの義務教育終了まで 4. 子どもが学校を卒業するまで(大学･大学院含む) 

2. 子どもが１８歳になるまで 5. 特に期間を決めていない 

3. 子どもが２０歳になるまで 6. その他（          ） 

 

⑤養育費の支払いの状況はいかがですか。（○はひとつだけ） 

1. 取り決めどおり全額支払われている 4. 全く支払われていない 

2. 取り決めどおりの額の半分以上は支払われている 5. その他 

3. 取り決めどおりの額の半分も支払われていない  （ ） 

 

１ヶ月あたり 約           万円 



【⑥は、②で「3. 取り決めをしていない」とお答えの方にお聞きします。】 

⑥養育費の取り決めをしていない理由として、最も近いものを 1つだけお選びください。（○はひとつだけ） 

1. 自分の収入で経済的に問題ないから 7. 取り決めの交渉をしたがまとまらなかったから 

2. 親や他の家族からの経済的支援が期待できるから 8. 現在交渉中または今後交渉予定であるから 

3. 取り決めの交渉がわずらわしいから 9. 相手と関わりたくないから 

4. 相手に支払う意思や能力がないと思ったから 10. その他（                      ） 

5. 相手に養育費を請求できるとは思わなかったから  

6. 子どもを引き取った方が、養育費を負担するものと思っていたから 

 

問 35 相手の方（元配偶者など）との間で「面会交流」の取り決めをしていますか。（○はひとつだけ） 

1. 文書を交わした取り決めをしている 3. 取り決めをしていない 

2. 文書は交わしていないが、取り決めをしている  

 

問 36 「面会交流」をしていますか。（○はひとつだけ） 

1. 現在も面会交流をしている 2. 以前面会交流をしたことがある 3. 面会交流をしたことはない 

 

問 37 面会交流を支援する公的な制度があれば利用したいと思いますか。（○はひとつだけ） 

1. ぜひ利用したい 3. あまり利用したいと思わない 

2. 利用してもよい 4. 利用したいと思わない 

 

Ⅵ．生活の悩みについて 

 

問 38 総合的に考えて、現在の生活をどのように感じていますか。（○はひとつだけ） 

1. 満足できている 3. 頑張ってはいるが、やや厳しい 

2. 十分ではないが、何とか頑張れている 4. 非常に厳しく、これ以上は頑張れない 

 

問 39 現在の生活について、悩んでいることはどんなことですか。（○は 2つまで） 

1. 生活費 3. 家事 5. 健康 7. 家族関係 9. その他（     ） 

2. 仕事 4. 住宅 6. 対人関係 8. ひとり親家庭等に対する偏見 10. 特にない 

 

問 40 生活の悩みの相談について、次の①②にあてはまるものをお選びください。 

① 今までに相談したことがあるもの 

② ①で選んだ中で、相談してよかったと思えたもの 

（①②にあてはまるものについて、縦に○をいくつでも） 

 
① ②  

 
① ② 

↓ ↓  ↓ ↓ 

1. 家族・親族 1 1  7. 母子・父子自立支援員・就

業相談員・女性相談員 

7 7 

2. 近所の知人・友人 2 2  8. 公的な相談所（※） 8 8 

3. 職場の上司や同僚 3 3  9. その他の相談相手 9 9 

4. 元配偶者 4 4  10. 適当な相談相手がいない 10 - 

5. 民生委員・児童委員 5 5  11. 相談しない 11 - 

6. 市町村役場・福祉事務所 6 6  12. どれもあてはまらない 12 12 

※公的な相談所＝こども家庭相談センター・女性センターなど 



問 41 ひとり親家庭等を対象とした相談・支援事業について、次の①②にあてはまるものをお選びください。 

① 今までに利用したことがあるもの 

② 今後、県や市町村により良い内容を期待するもの 

（①②にあてはまるものについて、縦に○をいくつでも） 

 
① ②  

 
① ② 

↓ ↓  ↓ ↓ 

1. 就職に関する相談・支援 1 1  7. 義務教育後の学費に関す

る相談・支援 

7 7 

2. 職業能力に関する相談・支援 2 2  8. 養育費に関する相談・支援 8 8 

3. 生活に関する相談・支援 3 3  9. 元配偶者に関する相談・ 

支援 

9 9 

4. 子育てに関する相談・支援 4 4  10. その他の相談・支援 10 10 

5. 子どもの学習に関する相談・

支援 

5 5  11. どれもあてはまらない 11 11 

6. 住宅に関する相談・支援 6 6     

 

問 42 次にあげるひとり親家庭等を対象とした制度や事業などの中から、あなたがある程度内容を知っているもの

をすべてお選びください。（○はいくつでも） 

1. 年金制度 (遺族年金等) 7. 母子家庭等医療費助成 13. 母子自立支援員 

2. 児童手当 8. 母子父子寡婦福祉資金 14. 民生・児童委員 

3. 児童扶養手当 9. 自立支援教育訓練給付金 15. 児童福祉施設 

4. 県営住宅優先入居 10. 高等職業訓練促進給付金（※1） 16. (一社)母子福祉連合会 

5. 日常生活支援事業 11. スマイルセンター（※2） 17. どれも知らない→ 問 45 へ

お進みください。 6. ショートステイ・トワイ

ライトステイ 

12. 母子福祉委員 

※1高等職業訓練促進給付金＝高等技能訓練促進費 

※2スマイルセンター＝母子家庭等就業・自立支援センター 

 

 

問 43 問 42 で、ご存知の制度や、事業の情報についてどのようにお知りになりましたか。（○はいくつでも） 

1. 市町村役場・福祉事務所 4. 公的な相談所 7. ツイッターなどのＳＮＳ 

2. 民生委員・児童委員 5. テレビ 8. 家族・友人 

3. 母子・父子自立支援員・ 

就業相談員・女性相談員 

6. インターネット 9. その他 

（                    ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ひとり親家庭等を対象とした制度や事業に関する次の説明をご覧いただいたうえで、問 44 にお答えください。 

制度・事業 概要 

5. 日常生活支援事業 

ひとり親家庭の保護者等が、修学や疾病などにより一時的に家事援助、保育

等のサービスが必要となった際に、家庭生活支援員を派遣し家事や児童の世

話などを行う事業。 

6. ショートステイ 
保護者が病気や災害等の緊急時に保育が困難になった時に児童福祉施設で

一時的に子どもを預かる事業。 

6. トワイライトステイ 
保護者などが仕事などで帰宅が夜間になることが多く、家庭での保育が困難

な場合に児童福祉施設で子どもを預かる事業。 

8. 母子父子寡婦福祉資金 
生活の安定や経済的自立の助成及び児童の健全育成を目的に、母子家庭等に

対し低金利または無利子で修学資金等各種資金を貸し付ける事業。 

9. 自立支援教育訓練給付金 
ひとり親家庭の保護者が指定された教育訓練講座を受講する場合、その受講

費用の一部を支給する事業。 

10. 高等職業訓練促進給付金 
ひとり親家庭の保護者が看護師等対象資格の取得を目的として養成機関で

修業する場合、生活費として定額を支給する事業。 

11. スマイルセンター 
ひとり親家庭の保護者等を対象に、就業相談や就業支援講習会などを行って

いる機関。（母子家庭等就業・自立支援センター） 

 

問 44 ひとり親家庭等を対象とした制度や事業などについて、①～③にあてはまるものをすべてお選びください。 

① 現在も含めて、今までに利用したことがあるもの 

② ①で選んだ中で、役に立ったと思うもの 

③ 今後、もしくは今後も利用したいと思うもの 

（①～③にあてはまるものについて、縦に○をいくつでも） 

 
① ② ③ 

↓ ↓ ↓ 

1. 年金制度 (遺族年金等) 1 1 1 

2. 児童手当 2 2 2 

3. 児童扶養手当 3 3 3 

4. 県営住宅優先入居 4 4 4 

5. 日常生活支援事業 5 5 5 

6. ショートステイ・トワイライトステイ 6 6 6 

7. ひとり親家庭等医療費助成 7 7 7 

8. 母子父子寡婦福祉資金 8 8 8 

9. 自立支援教育訓練給付金 9 9 9 

10. 高等職業訓練促進給付金（※1） 10 10 10 

11. スマイルセンター（※2） 11 11 11 

12. 母子・父子自立支援員 12 12 12 

13. 民生・児童委員 13 13 13 

14. 児童福祉施設 14 14 14 

15. (一社)母子福祉連合会 15 15 15 

16. どれもあてはまらない 16 16 16 

※1 高等職業訓練促進給付金＝高等技能訓練促進費 

※2スマイルセンター＝母子家庭等就業・自立支援センター 

 



Ⅶ．ひとり親家庭等の自立に向けた支援について 

 

問 45 将来のことで、不安に感じていることはありますか？（○は 2つまで） 

1. 自分の健康 5. 子どもの就職 9. 人間関係 10. その他 

2. 自分の仕事 6. 生活費 10. 子どもからの自立 （       ） 

3. 家族の健康 7. 住居 11. 老後の生活設計  

4. 子どもの進学 8. 自分の結婚 12. 特に悩みはない  

 

問 46 今後に関する、あなたの考えにあてはまるものをお選びください。（○はひとつだけ） 

1. 支援を受けずに自立した生活を目指したい 3. 今のままでは支援があっても厳しい 

2. 支援を受けながら何とか頑張りたい 4. 支援があっても頑張れない 

 

問 47 ひとり親家庭等の方々が生活の安定と向上を図り、自立した生活を営むための支援施策として、とくに重要

と思うものをお選びください。（○は 2つまで） 

1. 相談受付機能の充実 9. 貸付制度の充実 

2. 各種情報提供機能の充実 10. 就業・自立支援センター事業の充実 

3. 多様な子育てサービスの提供 11. 就業に向けた能力開発の促進 

4. 児童への学習支援 12. 就業機会の創出 

5. 養育費確保に向けた支援の促進 13. 県・市町村・民間企業・団体との連携強化 

6. 面会交流に向けた支援の促進 14. 身近な地域支援活動の充実 

7. 母子生活支援施設や公営住宅への優先入所 15. その他 

8. 手当、助成など経済的な支援  （ ） 

 

問 48 ひとり親家庭等・家族に対する福祉行政施策全般について、ご意見がございましたらお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただきまして、ありがとうございました。 

ご記入いただきましたアンケートは、同封の返信用封筒（切手不要）に封入いただき、 

９月１０日(火)までに投函いただきますようお願いします。 


